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七
夕
コ
ン
サ
ー
ト 

 

七
月
三
日
（
土
）
、
本
学
講
堂
に
て
「
子

ど
も
の
た
め
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
～
星
ま

で
と
ど
け
、
み
ん
な
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
」（
子

ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第

二
十
八
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
（
第
一
部

十
一
時
、
第
二
部
十
五
時
開
演
、
来
場
者
数

計
六
百
二
名
）。 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
履
修
生

十
一
名
に
加

え
て
、
賛
助

出
演
四
名
の

計
十
五
名
が

出
演
。
一
人
で
演
奏
す
る
よ
り
二
人
、
二
人

よ
り
も
三
人
と
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
で
演
奏

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
お

も
し
ろ
さ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
楽
器
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
中
心

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
を
考
え
ま
し
た
（
声

楽
・
松
井
る
み
、
糀
谷
栄
里
子
、
谷
真
貴
子
、

ピ
ア
ノ
・
山
下
恵
里
奈
、
早
川
藍
香
、
藤
波

真
理
子
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ピ
ア
ノ
・
小
林

聡
子
、
遠
藤
麻
子
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
ピ

ア
ノ
・
丹
波
友
里
、
恒
岡
朋
代
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
／
ピ
ア
ノ
・
矢
嶋
杏
里
沙
、
フ
ル
ー

ト
・
曽
田
友
子
、
石
原
奈
緒
美
、
砂
川
奈
穂
、

舞
台
監
督
・
楠
瀬
由
記
）。 

今
回
は
履
修
生
の
一
人
が
、
コ
ン
サ
ー
ト

全
体
の
進
行
を
司
る
舞
台
監
督
と
い
う
役

割
に
就
き
、
舞
台
裏
の
ス
タ
ッ
フ
と
出
演
者

と
を
結
ぶ
大
事
な
役
割
に
徹
し
ま
し
た
。
ま

た
、
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な
う
こ
と
が
決

定
し
た
翌
週
か
ら
、「
編
曲
担
当
」「
リ
ズ
ム

遊
び
担
当
」
「
台
本
担
当
」
と
役
割
を
決
め

て
各
人
が
し
っ
か
り
分
担
し
ま
し
た
。 

 

幕
開
け
は
二
台
ピ
ア
ノ
の
八
手
演
奏
に

よ
る
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
作
曲
《
展
覧
会
の

絵
》
冒
頭
曲
で
す
。
司
会
の
お
話
し
無
し
に

演
奏
で
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、
迫

力
あ
る
舞
台
に
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
も
何

が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
と
興
味
を
持
っ
て
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。
実
は
こ
の
曲
の
直
後
に

一
番
大
変
な
舞
台
転
換
が
あ
り
、
舞
台
裏
の

ス
タ
ッ
フ
に
緊
張
が
走
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
コ
ン
サ
ー
ト
・
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ

を
一
台
舞
台
袖
に
入
れ
る
の
で
す
が
、
リ
ハ

ー
サ
ル
を
重
ね
た
甲
斐
あ
っ
て
無
事
終
了
。 

 

次
は
ア
ル
デ
ィ
ー
テ
ィ
作
曲
〈
口
づ
け
〉

で
す
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
独
唱
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
を
加
え
て
、
三
人

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
今
年
が
生
誕
二
百
年
の
「
ピ
ア

ノ
の
詩
人
」
シ
ョ
パ
ン
の
〈
前
奏
曲
第
七
番
〉

で
す
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
唯
一
の
ソ

ロ
曲
を
緊
張
し
つ
つ
も
優
雅
に
弾
き
上
げ

ま
し
た
。 

 

ソ
ロ
の
次
は
デ
ュ
オ
二
組
で
す
。
ま
ず
、

フ
ル
ー
ト
・
デ
ュ
オ
で
シ
ョ
ッ
カ
ー
《
三
つ

の
踊
り
》
よ
り
第
一
・
二
楽
章
、
続
い
て
声

楽
の
デ
ュ
オ
で
ド
リ
ー
ブ
の
オ
ペ
ラ
《
ラ
ク

メ
》
よ
り
〈
花
の
二
重
唱
〉
を
演
奏
。
こ
こ

で
ソ
プ
ラ
ノ
と
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
が
各
々
の

声
域
を
披
露
す
る
と
、
そ
の
違
い
に
子
ど
も

た
ち
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
の
参
加
コ

ー
ナ
ー
で
、
リ
ズ
ム
遊
び
に
移
り
ま
す
。
曲

は
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
作
曲
〈
プ
リ

ン
ク
・
プ
ラ
ン

ク
・
プ
ル
ン
ク
〉

と
〈
シ
ン
コ
ペ

ー
テ
ッ
ド
・
ク
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ロ
ッ
ク
〉
。

お
話
し
も

リ
ズ
ム
遊

び
担
当
に

バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
ま

す
。
出
演
者

二
人
も
客

席
に
降
り

て
、
子
ど
も

た
ち
が
リ

ズ
ム
を
叩

く
練
習
を

リ
ー
ド
し

ま
す
。
演
奏

に
乗
せ
た

リ
ズ
ム
遊
び
の
本
番
は
、
み
ん
な
息
が
ピ
ッ

タ
リ
あ
っ
て
大
成
功
。 

そ
こ
に
、
ど
こ
か
ら
か
星
の
音
に
見
立
て

た
ウ
ィ
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ム
の
音
が
鳴
り
、
下

総
皖
一
作
曲
〈
た
な
ば
た
さ
ま
〉
を
会
場
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

ま
た
星
の
音
。
「
お
星
さ
ま
の
歌
も
、
歌
っ

て
ほ
し
い
？
で
す
っ
て
！
」
と
司
会
者
が
星

の
声
を
代
弁
す
る
演
出
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
曲
〈
き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
〉
に
進
み
ま
す
。

次
々
に
増
え
る
楽
器
と
音
色
で
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
グ
ロ
ッ
ケ

ン
と
ピ
ア
ノ
で
始
ま
り
、
そ
こ
に
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
、
フ
ル
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
順
に

加
わ
る
と
い
う
形
に
編
曲
し
た
も
の
を
演

奏
し
、
最
後
に
は
会
場
の
皆
さ
ん
に
も
一
緒

に
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

お
星
様
も
喜
ん
で
、
ウ
ィ
ン
ド
・
チ
ャ
イ

ム
の
音
が
一
際
華
や
か
に
鳴
り
響
き
ま
す
。

そ
し
て
、

モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
つ
な

が
り
で
春

畑
セ
ロ
リ

編
曲
「
モ

ー
ツ
ァ
ル

ト
の
玉
手

箱
」
と
題

し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
メ
ド
レ
ー
を
、
四
人

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
く
る
く
る
と
入
れ
替
わ

る
形
で
演
奏
し
ま
し
た
。
最
後
の
曲
は
、〈
タ

イ
ム
・
ト
ゥ
・
セ
イ
・
グ
ッ
バ
イ
〉
で
す
。

出
演
者
総
出

で
演
奏
し
、

曲
の
最
後
に

シ
ン
バ
ル
が

鳴
り
響
い
た

時
に
は
、
私

た
ち
も
感
無

量
で
し
た
。 

私
た
ち
の

学
年
に
と
っ
て
初
め
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
の
大
舞
台
で
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
況
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
指
導
の

津
上
智
実
先
生
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
助
け
て
頂
き
、
当

初
の
狙
い
で
あ
っ
た
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
ハ

ー
モ
ニ
ー
で
音
楽
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
」
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
る
に

は
、
演
奏
だ
け
で
な
く
、
ド
レ
ス
の
色
合
い
、

舞
台
で
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
舞
台
ス
タ
ッ

フ
と
の
連
携
な
ど
、
た
く
さ
ん
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
、
準
備
を
し
て
い

た
つ
も
り
で
も
、
合
わ
せ
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を

す
る
度
に
、
「
こ
れ
も
で
き
る
、
あ
れ
も
で

き
る
」
と
み
ん
な
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
が
溢
れ

ま
し
た
。 

終
演
後
、
講
堂
の
出
口
で
お
客
様
を
お
見

送
り
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
か
ら
直
接
、
笑

顔
と
「
良
か
っ
た
で
す
」
の
声
を
頂
い
た
り
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
「
き
れ
い
な
お
歌
、
あ

り
が
と
う
」
と
照
れ
な
が
ら
手
を
握
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ら
で
は
の
素
敵
な
体
験
を
た
く
さ
ん
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
楠
瀬
由
記
、
松
井
る
み
・
記
）  
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学
内
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

    

め
じ
ラ
ウ
ン
ジ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

七
月
十
六
日
（
金
）
の
昼
休
み
時
に
、
め

じ
ラ
ウ
ン
ジ
に
お
い
て
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

へ
の
扉
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
ピ

ア
ノ
・
遠
藤
麻
子
、
藤
波
真
理
子
、
早
川
藍

香
、
小
林
聡
子
、
前
田
彩
華
、
矢
嶋
杏
里
沙
、

山
下
恵
里
奈
、
声
楽
・
楠
瀬
由
記
、
松
井
る

み
、
フ
ル
ー
ト
・
古
山
友
貴
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
井
上
佳
那
子
、
司
会
・
松
井
る
み
）。 

 

こ
れ
は
、
在
校
生
や
教
職
員
を
対
象
と
す

る
「
学
内
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
の
試
み
で
、「
音

楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
始
ま
っ
て
以
来
、

初
の
試
み
で
す
。
私
た
ち
は
「
学
内
で
気
軽

に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
」

こ
と
を
め
ざ
し
て
企
画
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ね
ら
い
は
、
音
楽
学
部
生
の
普
段

の
活
動
を
他
学
部
生
等
に
知
っ
て
も
ら
う
、

名
曲
を
生
演
奏
す
る
こ
と
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
良
さ
を
伝
え
る
、
筆
記
試
験
前
の
時

期
に
当
た
る
の
で
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
う
、
の
三
つ
。
こ
れ
ら

を
達
成
す
る
た
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
日
頃
あ

ま
り
聴
い
て
い
な
い
人
で
も
楽
し
め
る
よ

う
な
選
曲
を
心
が

け
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
ピ
ア
ノ

連
弾
か
ら
。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
〈
軍
隊
行
進

曲
第
一
番
〉
、
ブ
ラ

ー
ム
ス
《
二
十
一
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲

集
》
よ
り
〈
第
五
番
〉

で
幕
開
け
。
続
い
て
、
シ
ョ
パ
ン
の
《
十
二

の
練
習
曲
作
品
一
〇
》
よ
り
〈
第
５
番 

黒

鍵
〉
〈
第
十
二
番 

革
命
〉
、
〈
ノ
ク
タ
ー
ン

第
二
番
〉
を
ピ
ア
ノ
で
独
奏
し
ま
し
た
。 

 

次
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
エ
ル
ガ
ー

の
〈
愛
の
挨
拶
〉
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
ア
ル

デ
ィ
ー
テ
ィ
〈
口
づ
け
〉
と
プ
ッ
チ
ー
ニ
の

オ
ペ
ラ
《
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
》
よ
り
〈
私
の
名

は
ミ
ミ
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
シ
ュ

ー
マ
ン
の
歌
曲

〈
献
呈
〉
を
リ
ス

ト
が
ピ
ア
ノ
用

に
編
曲
し
た
作

品
を
演
奏
。
最
後

に
、
広
く
親
し
ま

れ
て
い
る
最
近
の
日
本
歌
謡
か
ら
絢
香
〈
三

日
月
〉
を
フ
ル
ー
ト
独
奏
で
演
奏
し
て
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

め
じ
ラ
ウ
ン
ジ
は
ス
テ
ー
ジ
が
な
く
、
フ

ラ
ッ
ト
な
場
所
だ
っ
た
た
め
、
慣
れ
な
い
状

況
に
出
演
者
一
同
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
お
客
様
が
と
て
も
近
い
の
で
、

「
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
「
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
」
を
肌

で
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
こ

と
で
、
来
場
の
皆
さ
ん
に
は
昼
食
を
と
り
な

が
ら
友
人
同
士
で
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
の
中
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
告
知
活
動
を

し
て
い
た
時
に
声
を
か
け
た
他
学
部
の
学

生
さ
ん
が
、
友
人
を
誘
っ
て
聴
き
に
来
て
く

れ
て
い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
自
分
の
足

を
使
っ
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
、
相

手
に
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
聞
き
に
来
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
実
感
で
き
て
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
後
日
、
卒
業
生

の
方
か
ら
「
自
分
の
子
ど
も
の
学
校
に
も
来

て
ほ
し
い
」
と
い
う
話
を
頂
く
な
ど
、
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
な
け
れ
ば
起
こ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

反
省
点
と
し
て
は
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー

の
準
備
に
思
っ
た
よ
り
時
間
が
か
か
っ
た

こ
と
で
す
。
本
番
の
二
ヵ
月
前
に
は
一
度
津

上
先
生
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
七
月
四
日
の
「
子
ど
も
の
た

め
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
日
に
ち
が
二

週
間
し
か
な
い
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

し
た
が
、
や
は
り
前
日
に
は
通
し
て
リ
ハ
ー

サ
ル
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
各
自
そ

れ
を
踏
ま
え
て
準
備
す
る
べ
き
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

第
一
回
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
様
子
に
な
る
か
想
像
が
つ
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
気
付
い
た
点
や
反
省
点
を

活
か
し
て
、
第
二
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
松
井
る
み
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

 
（
〇
九
年
度
の
実
習
か
ら
） 

     

雲
雀
丘
学
園
小
学
校 

  

三
月
十
六
日
（
火
）
、
雲
雀
丘
学
園
小
学

校
（
宝
塚
市
雲
雀
丘
四
―
二
―
一
）
の
音
楽

室
で
五
年
生
四
ク
ラ
ス
を
対
象
に
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
実
習
を
行
い
ま
し
た
（
声
楽
・
谷
真

貴
子
、
松
井
る
み
、
糀
谷
栄
里
子
、
フ
ル
ー

ト
・
木
村
友
香
、
ピ
ア
ノ
・
岡
崎
典
子
、
須

山
由
梨
、
司
会
・
石
津
ひ
ろ
の
、
藤
野
直
、

特
別
出
演
・
雲
雀
丘
学
園
小
学
校
音
楽
教
諭 

岡
村
圭
一
郎
先
生
）。 

「
楽
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
～

そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
持
つ
魅
力
を
感
じ
よ
う

～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
知

っ
て
い
る
曲
を
中
心
に
、
各
曲
の
特
徴
を
説

明
し
な
が
ら
演
奏
を
進
め
ま
し
た
。 

人
気
漫
画
で
馴
染
み
の
あ
る
ガ
ー
シ
ュ

イ
ン
作
曲
《
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ル

ー
》
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
か
ら
始
ま
り
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
《
ト
ル
コ
行
進
曲
》
（
ピ
ア
ノ
連

弾
と
二
重
唱
）、
シ
ョ
パ
ン
《
ア
ン
ダ
ン
テ
・

ス
ピ
ア
ナ
ー
ト
と
華
麗
な
る
大
ポ
ロ
ネ
ー

ズ
》（
ピ
ア
ノ
独
奏
）
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌

曲
《
魔
王
》
を
岡
村
圭
一
郎
先
生
の
バ
リ
ト

ン
独
唱
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

「
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲
《
プ
リ
ン
ク
・
プ
ラ
ン

ク
・
プ
ル
ン
ク
》
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
に
合
わ

せ
て
、
手
や
体
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
遊
び
を
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ
《
カ
ル
メ
ン
》

よ
り<

序
曲>

（
ピ
ア
ノ
連
弾
）
、<

間
奏
曲>

（
フ
ル
ー
ト
独

奏
）、<

ハ
バ
ネ
ラ

>

（
メ
ゾ
・
ソ
プ

ラ
ノ
独
唱
）、<

何

を
恐
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
ょ

う>

（
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
）
、
最
後
は

岡
村
先
生
に
よ

る<

闘
牛
士
の
歌

>

（
バ
リ
ト
ン
独

唱
）
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。 

朝
か
ら
４
コ

マ
連
続
の
授
業

で
、
体
力
的
に
持

つ
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、
演
出
な
ど
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
生
徒
た
ち

は
リ
ズ
ム
を
取
っ
た
り
口
ず
さ
ん
だ
り
し

な
が
ら
楽
し
く
集
中
し
て
聴
い
て
く
れ
ま

し
た
。
生
徒
と
の
距
離
も
適
切
に
取
る
こ
と

が
で
き
、
音
楽
と
の
良
い
出
会
い
の
場
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

一
年
間
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
学
び
で
最

後
の
実
習
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
集

大
成
と
し
て
充

実
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
現
で

き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
を

が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
石
津
ひ
ろ
の･

記
） 

国
立
病
院
機
構 

刀
根
山
病
院 

 

三
月
四
日
（
木
）
、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
刀
根
山
病
院
（
豊
中
市
刀
根
山
五

-

一-

一
）
の
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
（
六
十
分
）

に
出
演
し
ま
し
た
（
声
楽
・
樋
岡
絵
里
那
、

井
本
綾
華
、
フ
ル
ー
ト
・
木
村
友
香
、
ピ
ア

ノ
・
小
幡
文
香
、
岡
崎
典
子
、
辻
本
真
美
）。 

今
回
は
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
銘
打
ち
、

桜
の
花
び
ら
を
模
し
た
ピ
ン
ク
色
の
切
り

紙
を
準
備
し
て
い
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

の
作
業
療
法
フ
ロ
ア
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。 

 

患
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
と
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ピ

ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
「
春
の
曲
メ
ド
レ

ー
」
〈
春
よ
来
い
〉
～
〈
ど
こ
か
で
春
が
〉

～
〈
春
が
き
た
〉
で
ス
タ
ー
ト
。
瀧
廉
太
郎

〈
花
〉
を
二
重
唱
で
、
中
田
章
〈
早
春
賦
〉

を
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
、
平
井
廉
三
郎
〈
さ
く

ら
幻
想
曲
〉
を
ピ
ア
ノ
独
奏
で
、
と
季
節
の

曲
を
続
け
ま
す
。 

 

次
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
へ
。
リ
ハ
ビ

リ
用
の
階
段
を
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に
見
立
て

て
、
お
父
さ
ん
に
結
婚
の
許
し
を
乞
う
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
〈
私
の
お
父
さ

ん
〉
を
独
唱
し
、
続
い
て
エ
ル
ガ
ー
〈
愛
の

挨
拶
〉
を
フ
ル
ー
ト
独
奏
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
体
操
の
時
間
で
す
。
腕
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
深
呼
吸
な
ど
で
会
場
の
皆
様
に

体
を
ほ
ぐ
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
日
本
の
名
曲
を
皆
で
楽
し
む
コ

ー
ナ
ー
。
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
な
が
ら
の
〈
み

か
ん
の
花
咲
く
丘
〉、
そ
し
て
〈
故
郷
〉〈
荒

城
の
月
〉
〈
リ
ン

ゴ
の
歌
〉
〈
青
い

山
脈
〉
を
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。
会

場
の
皆
様
も
大

き
な
声
を
出
し

て
歌
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
サ
ウ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
」
か
ら
〈
私

の
お
気
に
入
り
〉

～
〈
ド
レ
ミ
の
う

た
〉
～
〈
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
〉
を
歌

と
フ
ル
ー
ト
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
し
、
最
後
に
〈
上
を

向
い
て
歩
こ
う
〉
と
〈
川
の
流
れ
の
よ
う
に
〉

を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
自
然
と
会
場
の
皆
様
が

唱
和
し
て
下
さ
っ
て
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
何
度
も
作
り
直
す
な
ど
色
々

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
喜
ん

で
頂
け
て
、
終
っ
た
時
の
達
成
感
は
大
き
く
、

満
た
さ
れ
ま
し
た
。
患
者
の
皆
様
の
素
敵
な

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
色
々
と
う
れ

し
い
声
も
頂
い
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
か
ら
も
勉
強
に
な

る
お
話
を
頂
戴
し
て
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

（
木
村
友
香
・
記
） 
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卒
業
生
の
活
動
報
告 

    

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 
た
ま
て
ば
こ
」 

結
成
の
経
緯
と
活
動
に
つ
い
て 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
七
期
生 

大
澤 

侑
子  

現
在
、
卒
業
後
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
私

は
、
大
学
の
教
授
秘
書
を
し
な
が
ら
、
ピ
ア

ノ
の
生
徒
七
名
を
指
導
し
、
聖
歌
隊
の
伴
奏

も
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
毎
日
ば

た
ば
た
と
過
ご
し
て
い
る
と
、
ふ
と
ピ
ア
ノ

演
奏
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
を
緩
和
す
る
た

め
、
今
年
一
月
、
川
西
音
楽
家
協
会
主
催
の

市
民
向
け
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し

ま
し
た
。
ま
た
、
少
々
無
理
を
し
て
で
も
門

下
の
発
表
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
日
頃
の

練
習
の
積
み
重
ね
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
生

活
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

を
卒
業
す
る
と
試
験
に
追
わ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
演
奏
に
関
し
て
自
由
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
自
身
で
何
か
目
標
を
見
つ
け
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
す
。 

ま
た
、
演
奏
を
生
か
し
て
様
々
な
人
と
関

わ
り
を
持
て
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
は

学
生
の
頃
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
演

奏
を
幾
つ
か
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。
活
動

し
て
い
く
中
で
「
気
軽
に
演
奏
依
頼
が
で
き

る
団
体
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
…
」
と
い
う

お
客
様
の
声
を
機
に
、
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

た
ま
て
ば
こ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
い
つ
も
メ
ン

バ
ー
全
員
で
演
奏
活
動
を
行
う
わ
け
で
は

な
く
、
都
合
の
合
う
者
同
士
で
出
演
す
る
と

い
っ
た
ス
タ
ン
ス
で
展
開
し
て
い
く
の
が

特
徴
で
、
従
来
の
先
行
グ
ル
ー
プ
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
た
ま

て
ば
こ
」
と
い
う
名
称
は
、
何
が
出
て
く
る

か
は
開
け
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！
と
い
う

由
来
で
命
名
し
ま
し
た
。 

こ
の
春
の
結
成
後
す
ぐ
に
、
運
の
良
い
こ

と
に
、
私
が
聖
歌
隊
の
伴
奏
を
し
て
い
る
宝

塚
栄
光
教
会
で
一
時
間
の
チ
ャ
ペ
ル
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
フ
ル
ー
ト
、
声
楽
、

ピ
ア
ノ
の
出
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
い
た

の
で
、
「
デ
ュ
オ
の
魅
力
」
と
題
し
て
ほ
と

ん
ど
を
デ
ュ
オ
で
構
成
し
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
聴
衆
側
の
層
が
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
た

め
、
私
達
の

日
頃
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
で

あ
る
、
モ
ー

ツ

ア

ル

ト

『
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
』
よ

り
「
手
紙
の

二
重
唱
」、
ジ

ャ
ズ
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
春
畑
セ
ロ
リ 

編
）
に

よ
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
「
交
響
曲
第
四
十
番
」、

ド
ッ
プ
ラ
ー
「
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ロ
ン
ド
」
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

臨
み
ま
し
た
。 

当
日
は
百
名

余
り
の
来
場
者

が
あ
り
、
聞
き

応
え
の
あ
る
珍

し
い
組
み
合
わ

せ
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
喜
ん
で
頂

く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

実
際
に
グ
ル

ー
プ
で
の
活
動

が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、

住
ま
い
が
遠
か
っ
た
り
各
々
仕
事
を
持
っ

て
い
た
り
す
る
た
め
、
相
互
の
連
絡
や
全
員

で
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
の
が
難
し
い
な

ど
数
々
の
問
題
点
が
発
生
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
、
広
報
に
関
し
て
も
模
索

中
で
す
。 

在
学
中
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
か
ら
学

ん
だ
よ
う
に
、
場
数
を
多
く
踏
む
こ
と
で
、

お
話
し
の
間
の
取
り
方
を
掴
ん
だ
り
、
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
増
や
せ
た
り
と
成
長
に
繋
が

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
依
頼
が
そ
う
度
々

あ
る
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
メ
ン

バ
ー
の
有
志
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
老
人
ホ
ー

ム
を
訪
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

で
ミ
ニ
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
催

す
こ
と
で
場

数
を
増
や
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
度
に
お

客
様
か
ら
温

か
い
言
葉
を
頂
い
て
、
こ
ん
な
に
も
音
楽
を

必
要
と
す
る
方
々
が
お
ら
れ
る
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。 

人
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
音
楽
会
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

私
達
の
音
楽
が
聴
衆
の
一
人
ひ
と
り
の
心

に
届
き
、
聴
衆
と
演
奏
者
が
一
体
感
を
持
っ

て
共
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
音
楽
会
。
私

達
各
々
は
も
と
よ
り
、
心
構
え
（
サ
ー
ビ
ス

精
神
）
を
始
め
、
表
情
や
話
し
方
な
ど
を
含

め
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
怠
ら
ず
に
個
性
を

磨
き
、
更
に
そ
れ
ら
が
重
な
り
合
う
こ
と
で

様
々
な
魅
力
が
醸
し
出
せ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
心
構
え
を
自
覚
し
た
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
な
っ
て
音
楽
会
を
催
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

た
ま
て
ば
こ
」

（h
t
tp
:/
/w
ww
.j
us
tm
ys
ta
ge
.c
om
/
 

h
o
me
/t
am
at
eb
ak
o/

） 
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ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の 

教
育
的
効
果
の
解
明
を
め
ざ
し
て 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
七
期
生 

井
上 

智
恵
子 

 

在
学
中
お
よ
び
卒
業
後
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
を
通
し
て
、
私
の
中
の
毎
回
の
課
題

は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
「
教
育
的
効
果
」
で
し
た
。
単
に
演

奏
す
る
だ
け
や
お
話
付
き
の
コ
ン
サ
ー
ト

だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
に
よ
っ
て
教
育
的
効
果
を
も
た
ら
し
た

い
、
け
れ
ど
も
「
音
楽
の
教
育
的
効
果
っ
て

ど
う
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
大
学
卒
業
後
、

中
学
校
と
高
校
で
非
常
勤
講
師
を
し
な
が

ら
、
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究

科
（
修
士
課
程
）
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。 

よ
く
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
が

低
い
と
い
っ
た
話
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
接
し
て
み
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
色
ん
な
こ
と
を
感
じ

て
い
る
の
に
、
そ
の
自
分
の
思
い
を
表
現
す

る
術
を
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。
特
に
鑑
賞
授
業
で
の
生
徒
の

感
想
に
は
「
す
ご
い
と
思
っ
た
」
「
分
か
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
表
現
に
留
ま
る
も

の
が
目
立
ち
ま
す
。「
何
が
」
す
ご
い
の
か
、

「
何
に
つ
い
て
」
分
か
っ
た
の
か
、
自
分
の

考
え
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
こ
で
、
何
度
か
授
業
に
楽
器
体
験
を
取

り
入
れ
て
み
た
り
、
楽
器
が
な
く
て
も
で
き

る
即
興
演
奏
を
取
り
入
れ
て
み
た
り
し
ま

し
た
。
楽
器
は
実
際
に
弾
い
て
み
な
い
と
、

ど
ん
な
音
が
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
弾

い
て
み
て
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
「
発
見
」
を
し
た
時
の
子
ど
も

た
ち
の
顔
は
、
聴
く
だ
け
の
受
動
的
な
授
業

で
は
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
感
動
が
あ
る

と
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
決
し

て
子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
が
低
い
訳
で
は

な
く
、
生
の
体
験
は
何
も
の
に
も
換
え
難
い

も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

大
学
院
で
も
、
兵
庫
教
育
大
学
附
属
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
大
学
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
共
演
を
提
案
し
て
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
普
段
一
人
で

弾
い
て
い
る
楽
器
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
重

な
る
だ
け
で
ぐ
っ
と
厚
み
が
変
わ
っ
て
く

る
、
そ
ん
な
体
験
を
子
ど
も
た
ち
は
味
わ
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

卒
業
後
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
し
て

は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
七
期
生
を
中
心
に
、
病

院
や
幼
稚
園
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
ピ
ア
ノ
発

表
会
の
余
興
と
い
っ
た
場
で
演
奏
を
続
け

て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
傍
ら
で
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
な

か
っ
た
り
、
合
わ
せ
の
練
習
時
間
が
充
分
に

確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、
な
か
な
か
大
変
だ

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
聴
衆
が
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
と
多
岐
に
渡
る
中
、
毎
回
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
安
定

し
た
演
奏
を
届
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
も
感
じ
て
い
ま
す
。
た
と
え
聴
衆
が
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
初
心
者
だ
っ
た
と
し
て
も

「
い
い
音
楽
」
を
感
じ
る
心
は
誰
も
が
持
っ

て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。 

依
頼
者
側
か
ら
も
「
安
定
し
た
演
奏
を
し

て
ほ
し
い
」
「
毎
回
演
奏
者
が
変
わ
る
こ
と

で
こ
ち
ら
の
要
望
を
一
か
ら
説
明
す
る
の

は
大
変
」
と
い
っ
た
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
や
学
校
等
の
現
場
は
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
で
、
演
奏
会
に
費
や
す
手
間
を
軽
減
し

た
い
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
手

間
暇
は
、
効
果
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を

す
る
た
め
に
は
最
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
と
す
れ
ば
、
演
奏
家
側
と
依
頼
者
側
の

つ
な
ぎ
手
と
な
る
存
在
が
い
れ
ば
、
両
方
の

負
担
は
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
つ
な
ぎ
手
の
役
割
と
し
て
は
、
社

会
に
対
す
る
啓
発
、
演
奏
者
側
と
依
頼
者
側

と
の
調
整
、
地
域
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
果

た
す
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
私
自
身
、
演
奏

者
と
し
て
社
会
に
対
す
る
音
楽
の
発
信
者

で
あ
り
続
け
る
と
共
に
、
演
奏
家
と
依
頼
者

と
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
卒
業
後
ま
す
ま
す
気
の
合
う
仲

間
や
同
じ
目
的
意
識
を
持
っ
た
仲
間
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
仲
間
の
存
在
が
な
い
と
、
な
か

な
か
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
一
人
だ
け
で
は

何
も
創
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
一
つ
一
つ
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
毎
日
で
す
。 
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

第
三
十
回
子
ど
も
の
た
め
の 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

  

三
大
学
連
携
に
よ
る 

「
子
ど
も
の
た
め
の 

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」  

「
三
大
学
饗
宴
！
子
ど
も
の
た
め
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
～
音
楽
で
広
が
る

イ
メ
ー
ジ
の
世
界
～
」
（
子
ど
も
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
二
十
九
回
）
が

十
月
十
六
日
（
土
）
、
本
学
講
堂
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学

部
、
昭
和
音
楽
大
学
、
東
京
音
楽
大
学
の
学

生
が
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
る
文
字
通

り
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
連
携
事
業
を
支
え
る
本
学
音
楽
学

部
連
携
ル
ー
ム
主
席
ス
タ
ッ
フ
の
木
村
明

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

問
い
）
コ
ン
サ
ー
ト
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
？ 

木
村
）
ま
ず
、
三
つ
の
音
楽
系
大
学
が
協
同

し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
、
従
来
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

お
そ
ら
く
日
本
で
初
め
て
の
試
み
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
も
各
大
学
の
強
み

を
持
ち
寄
っ
た
内
容
で
、
歌
と
ピ
ア
ノ
、
フ

ル
ー
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
そ
し
て
小
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
多
彩
で
す
。
各
大
学
の
テ
ー
マ

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
全
体
は
一
つ

の
大
き
な
テ
ー
マ
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
正
に
有
機
的
な
協
同
が
何
よ
り
の
聴
き

ど
こ
ろ
で
す
。 

 

問
い
）
テ
ー
マ
は
「
音
楽
で
広
が
る
イ
メ
ー

ジ
の
世
界
」
で
す
が
、
ね
ら
い
は
？ 

木
村
）
音
楽
に
は
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
強

い
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
広
大
な
世
界
を
子

ど
も
た
ち
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か

ら
、
こ
の
テ
ー
マ
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
昭
和
音
楽
大
学
は
声
楽
と
ピ
ア

ノ
に
よ
る
「
光
と
水
の
イ
メ
ー
ジ
」
、
神
戸

女
学
院
大
学
は
フ
ル
ー
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
る
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
の
音
楽
」
、
東
京
音

楽
大
学
は
小
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
「
動
物

の
音
楽
」
を
展
開
し
ま
す
。 

 

「
光
と
水
」
は
天
地
で
流
動
す
る
も
の
、

「
動
物
」
は
陸
海
空
で
生
き
る
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
で
す

が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
は
幾

何
学
的
で
抽
象
的
な
世
界
で
す
。
西
洋
な
ら

ア
ラ
ベ
ス
ク
、
日
本
で
あ
れ
ば
唐
草
模
様
を

考
え
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
何
か
を
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
に
、
そ
れ
自
体
と

し
て
美
し
い
存
在
で
す
。
音
楽
に
も
そ
の
よ

う
な
美
、
す
な
わ
ち
音
の
構
築
そ
の
も
の
の

美
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
か

ら
、
本
学
は
敢
え
て
こ
の
難
し
い
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
赴
任

さ
れ
た
フ
ル
ー
ト
の
榎
田
雅
祥
教
授
の
協

力
を
得
て
、
す
で
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
練
習

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
舞
踊
専
攻
の

学
生
も
加
わ
っ
て
立
体
的
な
舞
台
に
し
よ

う
と
い
う
方
向
で
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 
 問

い
）
三
大
学
共
演
と
い
う
初
め
て
の
企
画

が
実
現
し
た
経
緯
は
？ 

木
村
）
二
〇
〇
八
年
秋
に
行
な
わ
れ
た
三
大

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
出
発
点
と
聞
い
て
い
ま

す
。
神
戸
女
学
院
大
学
の
「
音
楽
に
よ
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
」
に
続
い
て
、
東
京
音
楽
大
学

の
「
ア
ク
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
昭
和
音

楽
大
学
の
「
ア
ー
ツ
・
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
い
ず
れ
も
地
域
密
着

型
の
音
楽
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
共
通
の
課
題
を
議
論
す
る
場
と
し

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
持
た
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
時
の
会
場
校
で
あ
っ
た
東
京
音
楽
大
学

の
学
生
が
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
神
戸
に
行

き
た
い
と
言
っ
た
言
葉
が
先
生
方
の
心
に

残
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
昨
年
、
文
部
科
学

省
の
平
成
二
十
一
年
度
「
大
学
教
育
充
実
の

た
め
の
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
音
楽
系
三
大
学
に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
音
大
連
携
に
よ
る
教
育
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
―
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ダ
ー
養
成
に
向
け
て
―
」
（
以
下
、
三
大

学
連
携
と
略
記
）
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
う
し
た
大
掛
か
り
な
企
画
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。 

学
生
た
ち
も
一
所
懸
命
に
準
備
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
足
を
運

ん
で
聴
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 連
携
ル
ー
ム
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ
．
連
携
ル
ー
ム
と
は
？ 

Ａ
．
前
述
の
三
大
学
連
携
が
文
部
科
学
省
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
ば
れ
、
二
年
半
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に

音
楽
学
部
内
に
設
立
さ
れ
た
の
が
連
携
ル

ー
ム
で
す
。
場
所
は
音
楽
館
の
二
十
九
室
で
、

月
曜
か
ら
金
曜
、
八
時
五
十
分
か
ら
十
六
時

五
十
分
ま
で
二
人
体
制
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。 

Ｑ
．
主
な
業
務
は
？ 

Ａ
．
代
表
校
の
東
京
音
楽
大
学
に
置
か
れ
た

連
携
セ
ン
タ
ー
や
昭
和
音
楽
大
学
の
連
携

ル
ー
ム
と
協
同
し
て
、
連
携
事
業
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
連
携
事
業
の
柱
で
あ
る

三
大
学
共
通
の
新
規
科
目
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ビ

デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を
担
当
し
、
科

目
担
当
者
の
津
上
智
実
先
生
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
ケ
ア
も
大
切
な
業

務
の
一
つ
で
す
。 

Ｑ
．
大
変
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
は
？ 

Ａ
．
三
大
学
間
で
の
調
整
は
思
っ
て
い
た
以

上
に
大
変
で
、
会
議
も
多
く
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
他
流
試
合
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
学
生
と
接
す
る
こ
と
も
大
変
楽
し

い
で
す
。
力
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
と
常
に
思

っ
て
い
ま
す
。 

木
村
明 

 

や
る
こ
と
な
す
こ
と

新
し
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
楽
し
み
な
が
ら

こ
な
し
て
い
ま
す
。 

 

谷
田
奈
央 

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
か
ら
連
携
ル

ー
ム
・
ス
タ
ッ
フ
へ
。
学

生
さ
ん
の
身
近
な
存

在
で
あ
り
た
い
で
す
。 

  

藤
原
聡
子 

 

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で

す
が
、
学
生
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
頑
張
り

ま
す
。 

 

神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部
連
携
ル
ー
ムH

P
 

h
ttp

:/
/
w
w
w
.ko

be-
c.ac.jp/

m
u
sicd

p/
ren

kei/ 
T

el: 
0
798

-51
-85

88 

      

今
年
度
の
「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
十
二
月
十
一
日
（
土
）、

本
学
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

山
本
佳
苗
さ
ん
、
井
上
香
菜
さ
ん
、
杉
原
真

弓
さ
ん
、
松
本
真
奈
さ
ん
、
奥
田
敏
子
さ
ん
、

河
田
菜
摘
子
さ
ん
、
大
石
圭
奈
子
さ
ん
の
七

名
の
出
演
が
決
定
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト

ー
ン
・
チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
！ 

http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/renkei/
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音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1  TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 
 

編集後記 
七夕コンサートが終わり、これから学外実習へ♪頑張ります！（寺澤） 

秋のスペシャルコンサート、三大学の学生さんたちの演奏をお楽しみに！（三上） 

七夕コンサートは終わりましたが、一人てんてこ舞いはしばらく続きそうです（井上） 

学内アウトリーチの試みが実現しました。学生のパワーに脱帽です。（津上） 

センターの開室時間 

月曜～金曜 

10：00～15：00 

今後の予定 
 

 
「三大学饗宴！子どものためのスペシャル・コンサート ～音楽で広がるイメージの世界～」 

 日時：10月 16日（土） 15：00～ （小学生以上対象、小学生未満入場不可） 

会場：神戸女学院講堂 

出演：神戸女学院大学音楽学部、昭和音楽大学、東京音楽大学の学生 

入場料：大人 500円、子ども（小学生～19歳）300円 

お申込み方法：連携ルームのホームページをご覧下さい 

神戸女学院大学音楽学部連携ルーム HP   http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/renkei/ 

 

「子どものためのクリスマス・コンサート ～愛と名曲に包まれたすてきなコンサート～」 

日時：2010年 12月 11日（土） 

    第 1部 11：00～（年齢制限なし、小学生未満対象） 

    第２部 16：00～（小学生以上対象、小学生未満入場不可） 

会場：神戸女学院講堂 

出演：井上香菜（ピアノ）、河田菜摘子（フルート）、松本真奈（声楽）、奥田敏子（声楽） 

大石圭奈子（ホルン）、杉原真弓（ピアノ、オルガン）、山本佳苗（ピアノ） 

入場料：大人 500円、子ども（19歳以下）300円 

お申込み方法：アウトリーチ・センターのホームページをご覧下さい 

 

http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/renkei/

